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平成 24 年３月期通期における特別損失の計上、 

及び業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

  

 平成 24 年２月３日に公表いたしました平成 24 年３月期通期（平成 23 年４月１日～平成 24 年３月 31 日）の

業績予想と本日公表の実績に差異が生じましたのでお知らせいたします。また、特別損失の計上を行いました

ので、あわせてお知らせいたします。 

記 

 

１．特別損失の計上 

（1）減損損失の計上 

「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、当社及び当社連結子会社が保有する固定資産につきまし

て、将来の回収可能性を検討いたしました結果、当期において、固定資産帳簿額を回収可能額まで減額

し、23 億 62 百万円を減損損失（特別損失）として計上しております。なお、上記に伴い平成 25 年３月期に

おきまして約４億円の固定費（減価償却費）が削減される見込みであります。 

 

（2）関係会社株式評価損（個別）の計上 

当社が保有する関係会社株式のうち、実質価額が著しく低下した海外子会社の株式について減損処理

を実施し、関係会社株式評価損を特別損失として計上しております。 

   

①平成 24 年３月期における関係会社株式評価損 

（A）平成 24 年３月期末の関係会社株式評価損の総額 4,546 百万円 

（B）平成 23 年３月期末の単体純資産額（A／B×１００） 
89,707 百万円 

（5.1％） 

（C）平成 23 年３月期の単体経常利益額（A／C×１００） 
1,232 百万円 

（369.0％） 

（D）平成 23 年３月期の単体当期純利益額（A／D×１００） 
788 百万円 

（576.9％） 

※当社の決算期末は、３月 31 日であります。 

  

 ②今期の業績への影響 

平成 24 年３月期の個別決算において、関係会社株式評価損 4,546 百万円を特別損失として計上いた

します。なお、関係会社株式評価損につきましては、連結上は消去されるため、連結業績に与える影

響はありません。 



 

（3）貸倒引当金繰入（個別）の計上 

当社の海外子会社の業績が悪化したため、貸倒引当金繰入 1,519 百万円を特別損失として計上しており

ます。連結上は消去されるため、連結業績に与える影響はありません。 

 

 

２．平成 24 年３月期通期連結業績予想数値と実績の差異（平成 23 年４月１日～平成 24 年３月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１株当たり

当期純利益 

百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭
前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）   

170,000 △3,200 △4,200 △3,600 △53.86

今 回 実 績 （ Ｂ ）   172,936 △4,122 △3,552 △5,251 △78.57

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ）   2,936 △922 648 △1,651 

増  減  率 （  ％  ）   1.7 ― ― ― 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 平 成 2 3 年 ３ 月 期 ） 
201,680 3,272 2,480 1,434 21.05

 

 

３．差異が生じた理由  

 売上高につきましては、ほぼ予想どおり推移いたしましたが、営業利益につきましては、原価低減対策が遅

れたため、経常利益につきましては、期末の為替レートが想定を上回る円安・ドル高となったため、当期純利益

につきましては、固定資産に伴う特別損失の計上があったため、差異が生じることになりました。 

 

 

 

       以 上 


